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はじめに
2025年9月の電子申請専用サイトリニューアルに伴い、JV工事に関して新機能が追加されました。
本書では、JV工事の登録方法や構成企業間のポイント移動の方法についてご紹介しています。
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JV利用時におけるリニューアル前後の相違点

●リニューアル前
※就労実績報告作成ツールで作成した工事も含む
掛金納付を行うときに限りポイントを使用するこ
とが可能。
それ以外の会社間を跨ぐポイント移動は行えない。
代表企業が購入したものは、分配できない。

幹事企業

構成企業A

構成企業B

建退共

代表企業が構成企業の報告に対
して、直接建退共へ掛金を納付
する。
(構成企業はポイントに触らない)
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●リニューアル後
幹事企業・構成企業間でのポイントの移動が可能。
幹事企業が一括購入したポイントを構成企業に交
付したり、就労発生時に在庫の分配を行うことや、
購入後に出資比率での分配などもできる。

それぞれで購入したポイントを用いてそれぞれで掛金納付を行う。
一括で購入して配布したり、出資比率により各々で購入後、不足し
た企業にポイントを移動することも可能

幹事企業

構成企業A 構成企業B

建退共



3

ＪＶ工事の作成方法①

工事情報タブ
＞01工事情報の管理
＞01工事情報を新規登録する

JV工事の作成方法は以下の通りです。
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ＪＶ工事の作成方法②

工事コードなどを入力していき、JV区分を「JV工事」にして工事を作成します。
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法①

次に構成企業を登録します。
まずは工事を設定します。

就労報告経路タブ
＞「コード検索」より工事を選択
＞「設定」ボタンを押下して工事を設定してください。
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法②

次に就労報告経路の登録・管理を行います。

就労報告経路タブ
＞01就労報告経路の管理
＞01就労報告経路を登録・編集する
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法③

「JV構成企業を追加する」ボタンを押下し、遷移した画面で構成企業としたい事業所を選択

建退共株式会社
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法④

選択した構成企業としたい事業所に対して「承諾依頼を送付する」を押下

98-00001 建退共株式会社

98-54321

98-12345

株式会社池袋建設

株式会社雑司ヶ谷土木
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法⑤

※承諾依頼の届いた構成企業側の作業になります。

就労報告経路への参加機能を使用して構成企業に登録します。

就労報告経路タブ
＞01就労報告経路の管理
＞02就労報告経路への参加を承諾する
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法⑥

※承諾依頼の届いた構成企業側の作業になります。

株式会社雑司ヶ谷土木

建退共株式会社98-00001

「支店事業検索」より使用する支店事業を選択し、「承諾する」を押下
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ＪＶ工事の構成企業を登録する方法⑦

※承諾依頼の届いた構成企業側の作業になります。

承諾すると、構成企業側での管理用に構成企業側独自の工事コード・工事名が設定できます。
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就労報告を行う下位企業を登録する

幹事企業・構成企業それぞれに自社に紐づく協力企業を登録できます。

株式会社雑司ヶ谷土木98-12345

98-23456 西早稲田土木株式会社

「自社に直接就労報告する会社を追加する」より会社を選択し、「承諾依頼を送付する」を押下してください。

就労報告経路タブ
＞01就労報告経路の管理
＞ 01就労報告経路を登録・編集する

※承諾依頼の届いた協力会社側の作業
はP9・P10と同様です。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法①

幹事企業・構成企業間でポイントを移動できます。
なお、大手企業が青ポイント（大手企業用）を中小企業に移動させても問題ありません。
充当される際には青ポイントが赤ポイント（中小企業用）に自動的に変換されて充当されます。
※逆に中小企業が赤ポイントを大手企業に移動させても同様に青ポイントに自動的に変換されて充当されます。

ポイント購入・管理タブ
＞02ポイント移動の申請
＞01ポイントを移動する
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法②

遷移した画面より、JV工事の勘定を選択します。
工事を選択し、「選ぶ」を押下してください。



15

ＪＶ企業間でポイントを移動する方法③

遷移した画面でポイントと移動の種類を選択します。

①遷移した画面より、移動したいポイントの種類（赤
または青）を選択します。
「クリアします。よろしいですか？」のメッセージが
出ますので、「はい」としてください。

②再度同じ画面になりますので、「JV工事の企業間の
ポイント移動」を選択します。
「クリアします。よろしいですか？」のメッセージが
出ますので、「はい」としてください。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法④

遷移した画面より、移動先の企業を選択します。

98-12345 株式会社雑司ヶ谷土木

株式会社雑司ヶ谷土木

株式会社雑司ヶ谷土木

①「Ｖ」を押下すると、構成企業が出てきますので移
動したい企業を選択します。
選択すると「移動先」に選択した企業が表示されます。

②移動したいポイ
ント数を半角数字
で入力して、「一
覧に追加」を押下
してください。

※移動したいポ
イント数を半角
数字で入力した
後、パソコンの
TABキーを押下
すると移動ポイ
ントに反映され
ます。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑤

株式会社雑司ヶ谷土木 株式会社雑司ヶ谷土木98-12345

「移動先一覧」に先ほどの操作が反映されます。
※スライドバーを右に動かすと移動ポイントも表示されます。
内容に問題なければ「登録確認」を押下してください。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑥

株式会社雑司ヶ谷土木 株式会社雑司ヶ谷土木98-12345

内容をご確認いただき、問題なければ「申請」を押下してください。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑦

ポイント移動の申請ができました。
次にポイント移動の承認を行う必要があります。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑧

ポイント移動の承認を行います。

ポイント購入・管理タブ
＞03申請状況を確認する
＞01申請手続き状況を確認する
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑨

遷移した画面よりポイント移動の承認を行います。

①内容をご確認い
ただき、問題なけ
れば「選択」に
チェックを入れて
ください。
※「表示」・「編
集」より確認・修
正することができ
ます

②「選択」にチェックを入れたら、
「承認」を押下してください。
「承認」を押下すると、「承認し
ます。よろしいですか？」のポッ
プアップが出ますので「OK」を押
下してください。
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ＪＶ企業間でポイントを移動する方法⑩

これでポイント移動が完了しました。
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移動したポイントを確認する方法①

移動したポイントをご確認いただけます。

ポイント購入・管理タブ
＞04工事勘定の管理
＞01本支店・事業・工事勘定を確認する
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移動したポイントを確認する方法②

遷移した画面で確認したい工事勘定を「選択」し、「選ぶ」を押下してください。
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移動したポイントを確認する方法③

遷移した画面でご確認いただけます。

「明細内容」が「企
業間のポイント移
動」となっているも
のが今回の明細にな
ります。 この場合、32,000

ポイントを構成企
業に移動したので
「減算」の欄に表
記されています。
※受け取った側の
企業では「加算」
欄に記載されてい
ます
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JVでの工事情報の作成の留意点

「JV工事」にしてください

JV名を入力すると、掛金収納書にJV名が印字されます。
また、発注者名についても入力すると掛金収納書に印字されます。
なお、CCUS現場・契約情報ファイルを取込むと現場IDが掛金収納
書に印字されます。

12345678901234

会社・被共済者＞01会社情報の管理＞
01会社情報を登録編集する＞会社追加
情報に登録されているCCUS事業者ID
が印字されます

CCUSの利用状況をこちらに登録する
と、「建設キャリアアップシステム登
録情報」に反映されます
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その他

・工事完了後に出力される「(建設業退職金共済制度掛金充当)実績総括表」には、各構成企業ごとの実績が印字
されます。
そのため、JV全体での実績は各構成企業の実績を合計したものとなります。

・就労実績報告作成ツール（旧ツール）を使用してのJV工事の注意点は次ページ以降に記載がございます。
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代表企業が構成企業へ
現物交付した証紙を
用いてそれぞれで掛金
納付を行う。

（旧ツール） JV利用時における証紙と電子の相違点

●証紙貼付方式
代表企業が一括購入した証紙を構成企業に現物
で交付可能。
就労発生時の現物交付以外に在庫の分配を行う
ことができる。
購入後に出資比率での在庫分配など

●電子申請方式
掛金納付を行うときに限りポイントを使用する
ことが可能。
それ以外の会社間を跨ぐポイント移動は行えな
い。
代表企業が購入したものは、分配できない。

代表企業

構成企業A

構成企業B

代表企業

構成企業A

構成企業B

建退共

代表企業が構成企業の報
告に対して、直接建退共
へ掛金を納付する。
(構成企業はポイントに触
らない)



（旧ツール） JV運用イメージにおける運用方法

実際のJV運用の甲型・乙型に建退共の運用を合わせていただく必要はございません。

●代表企業による一括運用
代表企業が一括でポイント購入した場合、共済契約者間のポイント移動ができないため、他の構成企業を一次
扱いとして、代表企業へ就労報告を行う。

代表企業

代表企業傘下の一次

構成企業A

構成企業B

構成企業Aの一次

代表企業傘下の二次

構成企業Bの一次

(二次)(一次)(元請)

構成企業A

構成企業B

構成企業Aの一次

構成企業Bの一次

(一次)(元請)

●構成企業ごとの独立運用
独立してポイント購入・就労報告を実施しているため、通常の元下間連携をそれぞれで行うことが可能。
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（旧ツール）ご提示いただいた現場での運用イメージ

代表企業
代表企業傘下の一次

構成企業A

構成企業B

構成企業Aの一次

代表企業傘下の二次

構成企業Bの一次

(二次)(一次)(元請)

■運用にあたり実施いただくこと
基本的には通常の元下間の作業と同じです。

〇代表企業(元請)が行うこと
・工事情報の作成・登録・構成企業(下請)への展開
・退職金ポイントの購入
・就労報告の取りまとめ
・掛金納付処理

※工事情報の作成とポイント購入に関しては次ページをご参考ください。

〇構成企業(下請)が行うこと
・上位会社からの工事情報の受取
・毎月の就労報告
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追加情報を「あり」としていただき、
JV名を入力ください。
掛金収納書にJV名が印字されます。

（旧ツール） JVでの工事情報の作成の留意点

発注者名を入力いただくと掛金収納書
に印字されます。
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「非JV工事」でOK


